
研究主題：主体的、対話的で深い学びの実現を目指して（３年次） 

 

 

 

 

 

 

魔の６月を乗り越えろ‼ 
教育界隈で聞かれる「魔の６月」「魔の１１月」という言葉。大きな行事が

一段落し、学級が荒れやすいのが「６月」「１１月」と言われています。本校

でも、運動会という大きな行事を終えました。１学期の折り返しの６月。み

なさんは、どんな風に乗り越えようと考えていらっしゃいますか？また

「Forms」にアンケート作っておきましたので、回答可能な方は教えてくだ

さい（～１６日まで）。元担任だったみなさんも、経験談をよろしくお願いし

ます。浦山先生、土田先生も教えてくださいね。 

 

ちなみに、荒木（６年生）は、次の目標（課題）を与えます。２つ考えています。１つは、「修学

旅行」です。１学期中に、旅行日程を決め、班のメンバーも決める予定です。この２つが決まれば、

夏休み中に、それぞれが見学先の情報を集め、２学期、すぐにしおりの作成に入れると考えていま

す。夏休み中の「やらされる課題」ではなく、「やりたくなる課題」につなげたいと思っています。 

 

２つ目は、「ＳＵＷ（個人総合学習）」です。子ども達には「１学期中に大まかな活動を終え、２学

期に入ったら発表の準備に入ろう。」と声を掛けています（今年度は、前期にＳＵＷをします。９月

に保護者に発表予定。）。これまでもやってきてはいましたが、いよいよ本格始動と言った感じです。 

 

子どもによっては「マカロン作り」など、１時間では作業が完了しない子もでてきそうなので、他

の教科と合わせて「マイ時間割」も始める予定です。「マイ時間割」については、昨年度の「TANKYU

２５号（学びのオーナーシップ②）」をご覧ください。学校のホームページからも見ることができま

すよ。簡単に言うと、自分で時間割を決めるということです。 

 

個人研究に関わる図書決まりましたか？ 

 すでに、何名かの先生からは希望を聞き、購入の手続きに入っています。まずは、理論を知るこ

とが研究のスタートです。お早めに、希望図書を決定し、荒木までお知らせください。よろしくお

願いします。 
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